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根
の
発
生
促
進
、
④
根
域
の

確
保
、
⑤
う
ね
間
の
溝
つ
け

に
よ
る
排
水
改
善
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
適
期
の
土
寄

せ
は
根
の
量
を
増
大
さ
せ
、

深
く
張
っ
た
根
は
夏
の
乾
燥

に
強
く
、
秋
の
豆
の
肥
大
に

も
力
を
発
揮
し
ま
す
。

土
寄
せ
は
、
先
の
排
水
対

策
と
と
も
に
、
根
量
を
増
や

し
、
黒
大
豆
の
生
育
を
安
定

さ
せ
る
重
要
な
作
業
で
す
。

３　
乾
燥
は
開
花
・
着
莢
の

　
　
大
敵

近
年
、
開
花
・
着
莢
期
の

８
月
は
、
猛
暑
日
が
続
く
な

ど
過
酷
な
条
件
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
高
温

で
強
い
乾
燥
に
遭
う
と
、
花

が
落
ち
、
莢
着
き
は
悪
く
な

り
ま
す
。
土
が
乾
き
切
る
前

に
か
ん
水
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
の
で
、
夏
場
に
か
ん

水
で
き
る
ほ
場
を
選
ん
で
栽

培
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

４　
パ
ソ
コ
ン
で
適
切

　
　
な
管
理
を

普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
、
排
水
対
策
や
土
寄

せ
を
適
切
に
行
う
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を

作
成
し
ま
し
た
。

「
排
水
対
策
診
断
シ

ス
テ
ム
」
は
、
対
策
技

術
の
紹
介
と
、
実
施
し

て
い
る
対
策
の
選
択
入

力
で
採
点
・
診
断
す
る

も
の
で
す
（
図
２
）
。

「
土
寄
せ
判
断
シ
ス

テ
ム
」は
、
播
種
時
期

に
応
じ
て
適
切
な
土
寄

せ
時
期
を
示
す
も
の
で

す
が
、
雑
草
の
発
生
程

度
に
応
じ
て
茎
葉
処
理

除
草
剤
散
布
と
土
寄
せ

の
作
業
順
も
判
断
し
ま

す
（
図
３
）
。
こ
れ
ら

はExcel

で
使
用
で
き

ま
す
の
で
、
使
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
普
及
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

近
年
の
大
雨
の
頻
発
や
異
常
な
高
温

な
ど
で
、
黒
大
豆
の
収
量
が
伸
び
悩
ん

で
い
ま
す
。
京
都
丹
波
地
域
の
特
産
物

と
し
て
今
後
も
生
産
を
続
け
て
い
く
た

め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

１　
大
雨
・
長
雨
に
備
え
る

黒
大
豆
は
畑
作
物
で
あ

り
、
水
の
た
ま
る
畑
で
は
栽

培
で
き
ま
せ
ん
。
排
水
対
策

は
最
も
重
要
で
す
。

排
水
対
策
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
も
、
最
近
は
豪
雨
や

長
雨
な
ど
極
端
な
雨
が
多
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

一
層
の
対
策
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
い
つ
大
雨
に
見
舞

わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
た

め
、
畑
の
準
備
段
階
か
ら
の

対
策
が
必
要
で
す
。
図
１
に

排
水
対
策
を
示
し
ま
し
た
。

５　
害
虫
も
収
量
に
大
き
な
影
響

葉
や
莢
を
食
べ
る
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

等
の
蛾
の
幼
虫
や
種
子
を
吸
汁
す
る
カ

メ
ム
シ
の
被
害
は
収
量
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

分
散
す
る
ぐ
ら

い
成
長
し
た
虫
は

農
薬
が
効
き
に
く
く
、
白
変
葉
に

注
意
し
、
分
散
前
に
防
除
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

カ
メ
ム
シ
類

莢
が
着
き
始
め

る
頃
か
ら
飛
来

し
、
莢
が
黄
色
く
な
り
始
め
る
頃

ま
で
吸
汁
を
続
け
ま
す
。
莢
が
落

ち
る
、
種
子
が
肥
大
し
な
い
、
種

子
が
変
形
・
変
色
す
る
等
の
被
害

が
で
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
抑
え
収
量
を
確
保

す
る
た
め
に
、
莢
の
着
く
頃
か
ら
莢
肥

大
期
に
か
け
て
４
回
程
度
の
適
期
防
除

が
必
要
で
す
。

暑
い
中
の
作
業
と
な
り
ま
す
が
、
ド

ロ
ー
ン
散
布
、
作
業
委
託
等
の
活
用
も

検
討
し
、
防
除
の
徹
底
を
し
て
収
量
確

保
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ロ
ー
ン
散
布
に
つ
い
て
は
令
和
３

年
に
農
薬
の
付
着
程
度
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
株
の
下
に
行
く
ほ
ど
付
着
量
は
少

な
く
な
り
、
葉
裏
の
付
着
は
わ
ず
か
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
試
験

で
の
害
虫
の
防
除
効
果
は
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
別
の
時
期
で
の
浸

透
移
行
性
の
薬
剤
散
布
で
は
効
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
散
布
に
つ
い
て

は
、
株
の
小
さ
い

時
の
利
用
、
浸
透

移
行
性
の
あ
る
農

薬
を
選
ぶ
な
ど
し

ま
し
ょ
う
。

最
近
の
天
候
は
、
「
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
」
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま

す
。
栽
培
技
術
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基
本
技
術
こ
そ

作
物
に
と
っ
て
大
切
な
技
術
で
あ
り
、

作
物
が
持
つ
力
を
発
揮
さ
せ
て
収
量
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

図３　「土寄せ判断システム」の画面
水色欄に播種日やほ場の雑草状況を選択肢で入力すると今後の作業適期を表示する

図２　「排水対策診断システム」の画面
排水対策をイラストで紹介、実施している対策を選択すると診断できる

全
部
は
難
し
く
て
も
で
き
る
も
の
か
ら

取
り
入
れ
て
、
湿
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

２　
生
育
を
支
え
る
の
は
「
根
」

株
元
に
土
を
寄
せ
集
め
る
土
寄
せ
作

業
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
①

除
草
、
②
土
の
通
気
性
の
改
善
、
③
新図 1　 いろいろな排水対策
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厳
し
い
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
、

味
や
香
り
に
こ
だ
わ
っ
た
京
都
府

オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
新
品
種
「
京
式

部
」
。

令
和
２
年
に
命
名
、
令
和
３
年
か

ら
本
格
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

基
肥
と
穂
肥
を
施
用
す
る
分
施
体

系
だ
け
で
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
農
家
か
ら
一
発
施
肥
体
系
で
の

栽
培
希
望
が
多
か
っ
た
た
め
、
肥
料

南
丹
管
内
の
女
性
農
業
者
で
構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
畑
女
子
in
京
都
丹

波
」
は
平
成
28
年
に
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
、
農
業
と
家
事
・
育
児
を
テ
ー
マ
に

し
た
意
見
交
換
や
、
野
菜
の
栄
養
や
料
理
に
関
す
る
研
修
、
お
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
流
と
相
談
で
き
る
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

（
メ
ン
バ
ー
16
名
）
。
今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
京
丹
後
市
の
（
株
）
自
然
耕
房

あ
お
き
に
お
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

自
然
耕
房
あ
お
き
で
は
、
女
性
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
有
機
栽
培
や
野

菜
セ
ッ
ト
の
販
売
加
工
な
ど
幅
広
く
経
営
さ
れ
て
お
り
、
有
機
栽
培
を
始
め
た

頃
の
苦
労
話
を
は
じ
め
、
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
や
農
福
連
携
の
取
組
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
耕
房
あ
お
き
の
女
性
メ
ン
バ
ー
と
も
活
発
に

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
畑
女
子
in
京
都
丹
波
」
で
は
、
仕
事
の
悩
み
を
共
有
し
た
り
、
喜
び
を
分

か
ち
合
う
仲
間
を
大
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府

全
体
の
「
京
の
農
林
女
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動

（
※
）
に
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
、
興
味
の
あ
る
方
は
普
及

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

近
年
、
短
時
間
で
記
録
的
な
豪
雨
や
大
型
台
風
が
増
え
、
事

前
に
大
雨
へ
の
対
策
を
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
冬
期
に
で
き
る
各
作
物
の
豪
雨
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
点
検
等
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１　
技
術
対
策

　
（
１
）
露
地
（
水
稲
、
豆
類
等
）

　
　
・
排
水
口
・
取
水
口
及
び
排
水
路
に
つ
な
が
る
溝
に
破
損

　
　
　
が
な
い
か
、
整
備
・
点
検
を
す
る
。
用
水
路
周
辺
の
草

　
　
　
刈
り
や
、
用
水
路
に
破
損
が
な
い
か
点
検
す
る
。

　
　
・
ほ
場
の
り
面
の
改
修
な
ど
、
重
機
を
用
い
る
工
事
は
冬

　
　
　
の
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
２
）
施
設

　
　
・
ハ
ウ
ス
に
破
損
が
な
い
か
、
ま
た
交
換
す
る
部
品
が
な

　
　
　
い
か
点
検
す
る
。

　
　
　
　
ハ
ウ
ス
周
り
の
排
水
溝
が
浅
く
な
っ
て
い
な
い
か
、

　
　
　
排
水
溝
に
集
ま
っ
た
水
が
ほ
場
外
に
排
水
で
き
る
か
確

　
　
　
認
す
る
。

２　
農
業
保
険
等
へ
の
加
入

　
　
・
近
年
増
加
す
る
気
象
災
害
に
備
え
、
経
営
の
安
定
を
図

　
　
　
る
た
め
に
園
芸
施
設
共
済
、
収
入
保
険
等
へ
の
加
入
が

　
　
　
お
す
す
め
で
す
。
詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
京
都　
京
都

　
　
　
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
京
都　
京
都
支
所

　
　
　
　
〒
６
２
２

－

０
０
４
１

　
　
　
　
南
丹
市
園
部
町
小
山
東
町
溝
辺
21
番
地
２

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
７
１

－

６
３

－

２
９
５
１　
　

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
７
１

－

６
３

－

２
９
５
５

農
作
業
に
よ
る
死
亡

事
故
は
、
全
産
業
平
均

の
９
倍
の
発
生
率
と

な
っ
て
お
り
、
高
齢
農

業
者
に
よ
る
事
故
の
割

合
が
増
え
て
い
ま
す

（
令
和
２
年
）
。

死
亡
事
故
の
う
ち
、

農
業
機
械
の
操
作
に
伴

う
も
の
が
７
割
を
占

め
、
そ
の
約
半
数
が
乗

用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
も
の
で
、
大
半
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

が
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
時
に
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
る
よ
う
に

し
、
重
大
な
事
故
発
生

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

水
稲
の
中
小
規
模
ほ
場
を
も
つ
営
農
組
織
が
、
今
後
も
継
続
的
に
営
農
で
き

る
よ
う
担
い
手
へ
の
水
管
理
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム

の
実
用
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

今
回
は
自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も
比
較
的
安
価
で
設
置
が
容
易
で
あ

る
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
試
用
し
ま
し
た
。
試
用
し
た
水
管
理
シ
ス
テ
ム
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
常
時
観
測
で
き
る
水
位
セ
ン
サ
ー
と
、
水
位
セ
ン
サ
ー
の
水

位
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
自
動
で
ゲ
ー
ト
の
開
閉
を
操
作
で
き
る
給
水
ゲ
ー
ト

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

水
管
理
シ
ス
テ
ム
が
慣
行
の
水
管
理
と
比
べ
て
省
力
化
で
き
る
か
、
ま
た
問

題
な
く
水
管
理
が
で
き
る
か
を
実
証
し
ま
し
た
。

水
管
理
シ
ス
テ
ム
設
置
区
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
給
水

ゲ
ー
ト
を
開
閉
す
る
基
準
水
位
を
設
定
し
、
普
段
の
水
管
理
を
自
動
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
農
薬
散
布
時
や
中
干
し
時
の
水
管
理
は
、
給
水
ゲ
ー
ト
の
開
閉

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
遠
隔

で
操
作
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
水
管
理
シ
ス
テ

ム
設
置
区
で
は
水
田
に
行
っ
て

水
口
の
開
閉
を
手
動
で
操
作
す

る
こ
と
は
な
く
、
慣
行
区
と
比

べ
て
大
幅
に
水
管
理
の
省
力
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
表
）
。

今
後
、
工
事
不
要
で
安
価
な

水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
試
験
は
当
セ
ン
タ
ー
以
外
で
も

山
城
地
域
を
除
く
京
都
府
内
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
も
合

わ
せ
て
検
証
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

肥
料
改
良
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

京
式
部
は
京
都
府
内
で
令
和
４

年
産
の
１
０
０
ha
か
ら
５
年
産
は

１
２
０
ha
、
６
年
産
は
更
に
作
付
け

拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

普及センターの取り組み普及センターの取り組み普及センターの取り組み

京
都
府
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
新
品
種

「
京
式
部
」
で
肥
料
試
験
を
実
施

水
田
自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
用
性
を
検
討

（株）自然耕房あおき現地視察（令和4年度）（株）自然耕房あおき現地視察（令和4年度）

京の農林女子ネットワーク
キャラクターみのりちゃん

農家と家事・育児をテーマにした意見交換（平成２９年度）農家と家事・育児をテーマにした意見交換（平成２９年度）

※
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
集
中
講
座

や
企
業
と
の
商
品
開
発
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
畑
女
子

「
畑
女
子
inin
京
都
丹
波
」

京
都
丹
波
」の

研
修
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
！

出穂期を前に関係者で肥料の違い
による生育状況を確認しました

表　　水口を手動で操作した回数
　　　　　　　水田自動水管理　　　　慣行区
　　　　　　　システム設置区
操作回数　　　　　　0回　　　　　　 14回

水田自動水管理システム設置風景水田自動水管理システム設置風景

豪

雨

対

策

豪

雨

対

策

トラクター運転トラクター運転
時はシートベル時はシートベル
トの着用を！トの着用を！
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新規就農者の紹介新規就農者の紹介

表
彰
者
の
紹
介

令
和
４
年
春
の
叙
勲　

黄
綬
褒
章

令
和
４
年
秋
の
叙
勲　

黄
綬
褒
章

（
農
）
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
を
設
立
し
、
黒
大
豆
等
の
栽
培
や
作
業
受

託
に
よ
る
農
地
保
全
、
女
性
部
組
織
に
よ
る
農
産
加
工
な
ど
多
角
的
な
取

組
は
モ
デ
ル
事
例
と
な
り
、
地
域
発
展
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
た
。

谷
山
　
建
夫
（
京
丹
波
町
）

高
齢
化
が
進
む
中
、生
き
が
い
を
持
ち
健
康
で
明
る
く
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、農
業
・

食
文
化
・
伝
統
文
化
・
交
流
の
４
チ
ー
ム
を
核
に
活
動
さ
れ
た
。

下
集
落
支
援
事
業
委
員
会
（
南
丹
市
美
山
町
）

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
む
ら
づ
く
り
部
門
）

令
和
４
年
度
（
第
61
回
）
農
林
水
産
祭

栗
栽
培
で
は
水
田
で
の
栽
培
方
法
を
構
築
し
て
生
産
規
模
を
拡
大
し
、

Ｊ
Ａ
京
都
丹
波
く
り
部
会
長
と
し
て
積
極
的
な
改
植
に
取
り
組
み
農
家
所

得
向
上
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。

梅
原
　
　
眞
（
京
丹
波
町
）

指
導
農
業
士

木
村
　
良
徳
（
亀
岡
市
）

青
年
農
業
士

林
　
綾
希
子
（
京
丹
波
町
）

◆
京
都
府
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

　

【
亀
岡
市
】
菱
田　

光
紀

　

【
南
丹
市
】
森　
　

一
生

　

【
京
丹
波
町
】
株
式
会
社
Ａ
Ｒ
Ｔ　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

　
　
　
　
　
　

輕
尾　
　

孝

◆
京
都
府
若
手
農
林
漁
業
者
表
彰

　

【
亀
岡
市
】
桂　
　

光
毅

　
　
　
　
　
　

戸
田　

康
裕

　

【
南
丹
市
】
児
島
ひ
か
る

　

【
京
丹
波
町
】
杉
山　
　

牧

退
任
・
認
定

さ
れ
た
農
業
士
の

皆
さ
ん

 

退
任　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

新
任　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

指
導
農
業
士

菱
田
　
光
紀
（
亀
岡
市
）

青
年
農
業
士

松
村
　
千
絵
（
京
丹
波
町
）

農
業
者
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け

す
る
た
め
、
メ
ー
ル
で
の
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

亀
岡
市
、
南
丹
市
、
京
丹
波
町
の
農
業
者
等
の
皆
様

■
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
す
る
情
報
（
予
定
）

①
技
術
情
報（
台
風・大
雪
対
策
、病
害
虫
発
生
情
報
等
）

②
補
助
事
業
募
集
情
報

③
各
種
研
修
会
・
相
談
会
の
案
内
（
農
業
応
援
隊
事

業
説
明
会
、
就
農
サ
ポ
ー
ト
講
座
、
農
林
セ
ン

タ
ー
成
績
報
告
会
）
な
ど

■
登
録
方
法

①
携
帯
電
話
等
か
ら
、
左
記

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
空

メ
ー
ル
を
（
題
名
・
本
文

な
し
）
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。
記
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
簡
単
に
操

作
で
き
ま
す
。

　

nantan@
m
am
ail.jp

②
自
動
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、
リ
ン
ク
を

　

ク
リ
ッ
ク
し
て
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
入
力
し
て
く
だ

　

さ
い
。

③
登
録
完
了
で
す
。
退
会
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

★
登
録
は
無
料
で
す
が
、
通
信
費
は
ご
負
担
願
い

　
　

ま
す
。

　

★
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

　
　

は
、m

am
ail.jp

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き

　
　

る
よ
う
に
設
定
し
て
か
ら
入
会
操
作
を
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

予
告
な
く
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
シ
ス
テ
ム
管
理
会

社
の
み
で
管
理
し
ま
す
。普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
流
出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
丹
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

メ
ー
ル
配
信
登
録
の
ご
案
内

登録用QRコード

農
林
水
産
大
臣
賞

令
和
４
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業

亀
岡
市
篠
町
で
有
機
農
業
を
営
む
片
本
満
大
さ

ん
は
令
和
２
年
８
月
か
ら
就
農
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
農
の
き
っ
か
け
は
友
人
を
通
じ
て
知
っ
た
丹

後
の
梅
本
農
園
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
と
の
出

会
い
。
取
り
組
む
人
が
少
な
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の

野
菜
を
自
分
で
も
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

植
物
由
来
の
た
い
肥
を
使
う
良
質
な
土
づ
く
り

や
自
家
育
苗
に
こ
だ
わ
り
、
年
間
で
80
品
目
以
上

の
野
菜
を
有
機
農
法
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
を
作
る
人
と
食
べ
る
人
の
距
離
を
近
づ

け
、
「
食
べ
る
人
が
畑
に
野
菜
を
買
い
に
行
き
た

く
な
る
農
業
」
を
目
指
し
て
、
栽
培
の
み
な
ら
ず

食
育
活
動
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
食
べ
る
人
が
畑
に
野
菜
を
買
い
に

行
き
た
く
な
る
農
業
」
を
目
指
し
て

片か
た
も
と本

　
満み
つ
ひ
ろ大 

さ
ん

(

亀
岡
市
篠
町)

幼
い
頃
か
ら
農
業
に
あ
こ
が
れ
を
抱
き
、
府
立

農
業
大
学
校
で
基
本
技
術
を
学
ん
だ
後
、
平
成
28

年
４
月
に
農
業
生
産
法
人
で
就
農
し
、
３
年
間
勤

め
た
の
ち
、
令
和
元
年
８
月
に
独
立
し
経
営
を
始

め
ま
し
た
。

現
在
、
経
営
の
主
力
は
葉
ネ
ギ
と
ナ
ス
で
、
冬

季
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
花
菜
な
ど
を
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
サ

ト
イ
モ
や
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
な
ど
新
た
な
品
目
の
栽

培
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
人
々
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
、
栽
培
面
で
は
「
排
水
対
策
と
土
づ
く

り
」
に
こ
だ
わ
り
、
降
雨
後
、
速
や
か
に
排
水
で

き
る
よ
う
明
渠
と
排
水
口
の
整
備
に
努
め
、
ま

た
、
堆
肥
や
緑
肥
作
物
に
よ
る
土
づ
く
り
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

家
業
で
あ
る
農
業
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
後

生
に
繋
げ
る
と
と
も
に
農
業
で
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
強
い
想
い
か
ら
令
和
３
年
４
月
に
就

農
さ
れ
ま
し
た
。

賀
茂
な
す
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
黒
大
豆
枝
豆
等
、

季
節
毎
に
品
目
を
絞
っ
て
栽
培
し
、
全
国
的
に
も

め
ず
ら
し
い
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
周
年
栽
培
に
も
挑

戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
の
主
婦
を
パ
ー

ト
と
し
て
雇
う
こ
と
で
、
地
域
雇
用
の
創
出
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
担
い
手
不
在
の
水
田
を
預
か

り
収
益
性
の
高
い
作
物
へ
転
作
を
進
め
る
な
ど
地

域
農
業
の
振
興
の
た
め
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
は
ハ
ウ
ス

を
増
設
し
て
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
生
産

の
規
模
拡
大
を
し

て
い
く
予
定
で
あ

り
、
地
域
の
中
核

を
担
う
若
手
農
業

者
と
し
て
の
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

丸ま
る
い井

　
諒り

ょ
う
へ
い平 

さ
ん

(

南
丹
市
八
木
町)

野の
む
ら村

　
幸こ

う
じ司 

さ
ん

(

京
丹
波
町
保
井
谷)

排
水
対
策
と
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て

京
丹
波
町
発
、若
手
農
家
の
ホ
ー
プ
！
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令和５年度 京都丹波就農サポート講座 受講生

ご案内
募集の❶対　　象　①京都丹波地域の農業の担い手として基礎技術習得が必要な方　

　　　　　　②農福連携に取り組む施設で農業技術の指導に携わる職員　計20名程度
❷日　　時　令和5年5月～11月　平日　13時30分～17時00分（予定）
❸会　　場　京都府園部総合庁舎（南丹市園部町小山東町藤ノ木21）他
❹講座内容　土壌肥料や病害虫防除、野菜や豆類の栽培技術等　計8回程度予定
❺受 講 料　無料
❻申込方法　申込書に記入の上、持参・郵送・ＦＡＸ・電子メールで申込み
　　　　　　書類選考の上、5月上旬までに受講生を決定。
　　　　　　募集要領・申込書の請求は普及センターまで
　　　　　　（普及センターのホームページにも掲載予定）
　　　　　　※内容は変更になる場合があります。
❼申込期間　令和5年3月～4月20日
　　　　　　～詳細は下記電話番号までお問い合わせください。～

亀
岡
市
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
岸
本
礼
央
で
す
。
他
県
出
身
の

た
め
こ
れ
ま
で
の
半
年
間
は
、
新
し
い

発
見
や
初
め
て
の
経
験
に
驚
く
ば
か
り

で
し
た
。
普
及
活
動
の
現
場
で
も
、
農

家
の
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
日
々

新
鮮
な
気
持
ち
で
業
務
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
農
家
の
方
々
や
、

先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
少
し
ず

つ
成
長
し
、
早
く
一
人
前
の
普
及
員
に

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
！
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。４

月
か
ら
南
丹
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
配
属
と
な
り
ま
し
た
上
村
真
理
子

と
申
し
ま
す
。
京
丹
波
町
瑞
穂
地
区
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
毎

日
出
勤
時
間
が
朝
早
く
大
変
で
す
が
、

賑
や
か
で
個
性
豊
か
な
職
場
の
雰
囲
気

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
農
業
の
知
識
と
技
術

を
習
得
し
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
職
員
を
目
指
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員　

岸
本
礼
央
技
師

新
規
採
用
職
員　

上
村
真
理
子
技
師

令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

売
手
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

は
、
買
手
で
あ
る
取
引
相
手
（
課
税
事
業

者
）
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

買
手
は
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
、原
則
と
し
て
、取
引
相
手
（
売

手
）
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
か

ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト
」
等
を

ご
確
認
下
さ
い
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.nta.go.jp/taxes/

shiraberu/zeim
okubetsu/

shohi/keigenzeiritsu/invoice.
htm

）

編集・発行
京都府南丹広域振興局　農林商工部
南丹農業改良普及センター
京都府南丹市園部町小山東町藤ノ木 21
TEL.0771-62-0665　FAX.0771-63-1864
ホームページ▶ http://www.pref.kyoto.jp/nantan/no-nokai/
E-mail ▶ nanshin-no-nantan-nokai@pref.kyoto.lg.jp
【再生紙を使用しています】

New
Face

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
準
備

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
準
備

上村技師（左）、岸本技師（右）上村技師（左）、岸本技師（右）
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